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令和７年度下半期（令和7年10月1日～令和8年3月31日）の和水町簡易水道事業の業務状況は、

次のとおりです。 

 

1 事業の概要 
 
（１）予算の執行状況 
 本年度下半期の収益的収入及び支出において、収入額 57,678千円、支出額 48,027千円となり
ました。 
 また、資本的収入及び支出においては、収入額 57,084千円、支出額 65,264千円となり、支出
の内訳は、主に水道管の老朽管更新や設備機器の更新に使われており、建設改良費 55,729千円、
企業債償還金 19,999千円となっています。 
 今後も、施設の老朽化や人口減少による給水収益の減少が見込まれるため、計画的な施設更新
と維持管理の効率化を進めるとともに、経費削減に取り組むなど安定した経営基盤づくり及び利
益の確保に努めます。 

   単位：千円（税込）、％ 

 
 

（２）業務に関する事項（下半期） 

 下半期の有収水量は 70,639ｍ3、給水戸数 577戸、新規加入戸数 5戸でした。 

 今年度は、新築住宅や公共施設の加入により、新規加入戸数は年間で14戸となりました。 
 

項目 令和７年度下半期 令和６年度下半期    増減     

有収水量 70,639㎥ 64,791㎥ 5,848㎥ 

給水戸数（月平均） 577戸 570戸 7戸 

新規加入戸数 6戸 5戸 ▲1戸 

 

 

 

 

 

 

項目 年 度 
収 入 支 出 

予算額 当期執行額 執行累計額 執行率 予算額 当期執行額  執行累計額 執行率 

 
収 
益 
的 
収 
支 

令和7年度
下半期 

68,000 57,678 71,769 105.5 59,937 48,027 57,732 96.3 

令和6年度
下半期 

82,303 41,598 84,758 103.0 80,937 67,711 75,336 93.1 

増 減 ▲14,303 16,080 ▲12,989 － ▲21,000 ▲19,684 ▲17,604 － 

 

資 
本 
的 
収 
支 

令和7年度
下半期 

77,027 57,084 71,227 92.5 83,052 65,264 75,728 91.2 

令和6年度
下半期 

49,464 46,744 49,464 100 72,620 51,674 60,640 83.5 

増 減 27,563 10,340 21,763 － 10,432 13,590 15,088 － 
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（３）工事に関する事項（下半期） 

単位：円（税込） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（４）企業債の状況 

単位：円（税込） 

 

 

 

 

工事名 契約額 着工年月日  竣工年月日 備考 

東郷簡易水道施設塩素滅菌機取替工事 152,900 R7.7.15 

 

R7.8.26  

大藤簡易水道施設塩素滅菌機取替工事 165,000 R7.7.15 R7.8.26 
 

馬場簡易水道施設塩素滅菌機取替工事 495,000 R7.7.15 R7.8.26  

馬場配水管更新工事（第3期）その2 4,070,000 R7.11.12 R8.2.12  

     

     

     

     

     

     

     

     

 

期首残高（上半期） 下半期借入高 下半期償還額 下半期末残高 

133,958,780 44,600,000 10,005,664 168,553,116 
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2 経理の状況 

（１）令和７年度 和水町簡易水道事業損益計算書（税抜） 

（ 令和7年10月1日から令和8年3月31日まで ） 

（単位：千円） 

１ 営 業 収 益 13,121 

２ 営 業 費 用 45,611 

 営 業 損 失      ▲32,490 

３ 営 業 外 収 益 40,158 

４ 営 業 外 費 用 1,452 

 経 常 利 益       7,316        

 ５ 特 別 利 益 0 

６ 特 別 損 失 0 

当 期 純 利 益       7,316 

前 期 繰 越 利 益 剰 余 金        3,610 

当 年 度 未 処 分 利 益 剰 余 金       10,926 

 
 

（２）令和７年度 和水町簡易水道事業貸借対照表（税抜） 

（ 令和8年3月31日 ） 

  （単位：千円） 

  資 産 の 部 

１ 固 定 資 産 470,682 

２ 流 動 資 産 92,670 

 資 産 合 計      563,352 

   

負 債 の 部 

３ 固 定 負 債 144,911 

４ 流 動 負 債 29,481 

５ 繰 延 収 益 139,056 

 負 債 合 計       313,448 

   

資 本 の 部 

６ 資 本 金 211,079 

７ 剰 余 金 38,825 

 資 本 合 計 249,904 

負 債 資 本 合 計       563,352 
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3 令和8年度予算の概況及び経営方針 

  

 和水町の簡易水道事業は、安心・安全な水道水を安定して供給するため、水道施設の適切な維持管

理及び計画的な運営に努めているところです。 

 本年度の簡易水道事業会計予算は、業務の予定量として給水件数585戸、年間総給水量134,061ｍ3を

見込んでおり、収益的収支として事業収益67,446千円、事業費用63,918千円を計上しています。 

 また、主な建設改良事業として、「配水管整備事業」及び「施設整備事業」を予定しており、資本

的収支として資本的収入83,371千円、資本的支出98,982千円を計上するとともに、差引15,611千円の

財源不足は、損益勘定留保資金等により補てんすることとしています。 

 人口減少に伴うサービス需要の減少や施設の老朽化に伴う更新需要の増大など、水道事業を取り巻

く経営環境が厳しさを増す中で、水道事業の持続的な経営の確保のため、今後も社会情勢の変化によ

る水需要の動向などを見据えながら、より一層の経営の効率化・健全化に努めていきます。 

 

 令和８年度当初予算 

 〇収益的収入及び支出           〇資本的収入及び支出 

区分 予算額 

収  入 

第 1款 資本的収入 83,371 

 第 1項 企業債 47,300 

 第 2項 負担金 4,136 

 第 3項 補助金 31,935 

支  出 

第 2款 資本的支出 98,982 

 第 1 項 建設改良費 75,434 

 第 2 項 固定資産購入費 0 

 第 3項 企業債償還金 22,548 

 第 4項 他会計借入金償還金 0 

 第 5項 長期貸付金 0 

 第 6項 その他資本的支出 0 

 第 7項 予備費 1,000 

 

 

区分 予算額 

収  入 

第 1款 事業収益 67,446 

 第 1項 営業収益 27,401 

 第 2 項 営業外収益 40,045 

 第 3項 特別利益 0 

支  出 

第 1款 事業費用 63,918 

 第 1項 営業費用 59,817 

 第 2 項 営業外費用 3,101 

 第 3項 特別損失 0 

 第 4項 予備費 1,000 
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